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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、
　待受画面を表示可能な表示部と、
　登録されたメモの種類に対し、所定の種別によって優先度が対応付けられたメモ情報に
おける、第１メモ情報と、該第１メモ情報よりも種別の優先度が低く設定された第２メモ
情報とを格納可能な記憶部と、
　自装置の有する機能の起動、あるいは通信の発生を待ち受ける待ち受け状態となったと
きに、前記種別の優先度の高い前記第１メモ情報を表示させる第１メモ表示処理を実行し
、当該第１メモ表示処理が実行されてから、予め設定された設定条件を満足したら、前記
種別の優先度の低い前記第２メモ情報を含むメモ情報を前記待受画面上に表示させる第２
メモ表示処理を実行する制御部と、を備えたことを特徴とする携帯電子機器。
【請求項２】
　前記第１メモ情報は、文字で構成されたテキストメモ情報であることを特徴とする請求
項１に記載の携帯電子機器。
【請求項３】
　前記第２メモ情報は、前記記憶部に記憶された各種情報へアクセス可能に対応付けられ
たショートカット機能であることを特徴とする請求項１または２に記載の携帯電子機器。
【請求項４】
　前記設定条件は、予め設定された第１の所定時間の経過であることを特徴とする請求項
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１から３のいずれか１項に記載の携帯電子機器。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第２メモ表示処理として、第１メモ情報と第２メモ情報のうち、前
記第２メモ情報のみを前記待受画面に表示させる第２メモ単独表示処理を実行することを
特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の携帯電子機器。
【請求項６】
　前記制御部は、前記第２メモ表示処理として、前記第１メモ情報と前記第２メモ情報と
を、前記待受画面に混在させて表示させる混在表示処理を実行することを特徴とする請求
項１から４のいずれか１項に記載の携帯電子機器。
【請求項７】
　前記記憶部は、前記第２メモ情報として、前記記憶部に記憶された各種情報へアクセス
可能に対応付けられたショートカット機能を格納しており、
　前記制御部は、前記第２メモ表示処理の実行中において、前記操作部が操作され、前記
待受画面に表示された前記ショートカット機能が選択された場合、前記ショートカット機
能に関する説明表示を実行し、
　前記待受画面に表示された前記ショートカット機能が選択されていない場合、前記ショ
ートカット機能に関するアイコン表示を実行することを特徴とする請求項１から６のいず
れか１項に記載の携帯電子機器。
【請求項８】
　前記制御部は、前記第２メモ表示処理の実行中において、前記待受画面に表示された前
記ショートカット機能が選択された状態から、前記操作部が操作され、選択された前記シ
ョートカット機能が決定された場合、前記ショートカット機能に対応付けられた各種情報
へアクセスすることを特徴とする請求項７に記載の携帯電子機器。
【請求項９】
　前記記憶部は、前記第１メモ情報として、文字で構成されたテキストメモ情報を格納し
ており、
　前記制御部は、前記第１メモ表示処理の実行中において、前記操作部が操作され、前記
待受画面に表示された前記テキストメモ情報が選択されて決定された場合、前記テキスト
メモ情報に関する詳細表示を実行することを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に
記載の携帯電子機器。
【請求項１０】
　前記記憶部は、前記第１メモ情報として、文字で構成されたテキストメモ情報を複数格
納しており、
　前記制御部は、前記第１メモ表示処理の実行毎に、表示される前記テキストメモ情報を
異ならせることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の携帯電子機器。
【請求項１１】
　前記操作部は、所定の機能を実行するために操作される機能呼出キーを有し、
　前記制御部は、前記待受画面が表示された状態において、前記操作部の前記機能呼出キ
ーが操作された場合、前記待受画面に関する表示処理から、前記所定の機能に関する表示
処理へ切り替えることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の携帯電子機
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、待受画面を表示可能な表示部を備えた携帯電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電子機器は、表示部を搭載したものがあり、このような携帯電子機器としては、例
えば、特許文献１に開示された通信装置がある。この通信装置は、いわゆる、携帯電話機
であり、この携帯電話機は、ユーザの操作によって登録された貼り付けメモを、携帯電話
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機の表示部の待受画面に表示可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１１００５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、待受画面に表示可能な貼り付けメモの表示数には限りがある。表示数を
超えて貼り付けメモが登録された場合、登録された全ての貼り付けメモを、待受画面に表
示することは困難である。このため、待受画面に表示させたい貼り付けメモが登録されて
いたとしても、待受画面に表示できない場合がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、メモ情報を効率良く待受画面に表示させることができる携帯電子機
器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の携帯電子機器は、操作部と、待受画面を表示可能な表示部と、第１メモ情報と
、第１メモ情報よりも優先度が低く設定された第２メモ情報とを格納可能な記憶部と、自
装置の有する機能の起動、あるいは通信の発生を待ち受ける待ち受け状態となったときに
、優先度の高い第１メモ情報を表示させる第１メモ表示処理を実行し、当該第１メモ表示
処理が実行されてから、予め設定された設定条件を満足したら、優先度の低い第２メモ情
報を含むメモ情報を待受画面上に表示させる第２メモ表示処理を実行する制御部と、を備
えたことを特徴とする。
【０００７】
　また、第１メモ情報は、文字で構成されたテキストメモ情報であることが好ましい。
【０００８】
　また、第２メモ情報は、記憶部に記憶された各種情報へアクセス可能に対応付けられた
ショートカット機能であることが好ましい。
【０００９】
　また、設定条件は、予め設定された第１の所定時間の経過であることが好ましい。
【００１０】
　また、制御部は、第２メモ表示処理として、第１メモ情報と第２メモ情報のうち、第２
メモ情報のみを待受画面に表示させる第２メモ単独表示処理を実行することが好ましい。
【００１１】
　また、制御部は、第２メモ表示処理として、第１メモ情報と第２メモ情報とを、待受画
面に混在させて表示させる混在表示処理を実行することが好ましい。
【００１２】
　また、記憶部は、第２メモ情報として、記憶部に記憶された各種情報へアクセス可能に
対応付けられたショートカット機能を格納しており、制御部は、第２メモ表示処理の実行
中において、操作部が操作され、待受画面に表示されたショートカット機能が選択された
場合、ショートカット機能に関する説明表示を実行し、待受画面に表示されたショートカ
ット機能が選択されていない場合、ショートカット機能に関するアイコン表示を実行する
ことが好ましい。
【００１３】
　また、制御部は、第２メモ表示処理の実行中において、待受画面に表示されたショート
カット機能が選択された状態から、操作部が操作され、選択されたショートカット機能が
決定された場合、ショートカット機能に対応付けられた各種情報へアクセスすることが好
ましい。
【００１４】
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　また、記憶部は、第１メモ情報として、文字で構成されたテキストメモ情報を格納して
おり、制御部は、第１メモ表示処理の実行中において、操作部が操作され、待受画面に表
示されたテキストメモ情報が選択されて決定された場合、テキストメモ情報に関する詳細
表示を実行することが好ましい。
【００１５】
　また、記憶部は、第１メモ情報として、文字で構成されたテキストメモ情報を複数格納
しており、制御部は、第１メモ表示処理の実行毎に、表示されるテキストメモ情報を異な
らせることが好ましい。
【００１６】
　また、操作部は、所定の機能を実行するために操作される機能呼出キーを有し、制御部
は、待受画面が表示された状態において、操作部の機能呼出キーが操作された場合、待受
画面に関する表示処理から、所定の機能に関する表示処理へ切り替えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、待受画面の画面起動時に、優先度の高いメモ情報を、待受画面に表示
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本実施形態に係る携帯電子機器を示す正面図である。
【図２】図２は、図１に示す携帯電子機器の機能の概略構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、種別対応テーブルの説明図である。
【図４】図４は、優先対応テーブルの説明図である。
【図５】図５は、携帯電子機器の制御動作の一例を示すフローチャートである。
【図６】図６は、テキストメモ表示からショートカットメモ表示へ遷移する画面の一例を
示す説明図である。
【図７】図７は、テキストメモ表示からショートカットメモ表示へ遷移する画面の他の一
例を示す説明図である。
【図８】図８は、テキストメモ表示からショートカットメモ表示へ遷移する画面の他の一
例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明につき図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、下記の発明を実施するた
めの形態（以下実施形態という）により本発明が限定されるものではない。また、下記の
実施形態における構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、実質的に同一のもの、
いわゆる均等の範囲のものが含まれる。以下においては、携帯電子機器の一例である携帯
電話機を例として説明するが、本発明の適用対象は携帯電話機に限定されるものではなく
、例えば、ＰＨＳ（Personal Handyphone System）、ＰＤＡ、ポータブルナビ、ポータブ
ルゲーム機等に対しても本発明は適用できる。
【００２０】
（実施形態）
　図１は、本発明の携帯電子機器の一実施形態の概略構成を示す正面図である。携帯電子
機器１は、待受画面４０を表示可能な表示部３２を備えた携帯電話機である。携帯電子機
器１は、筐体１Ｃが第１筐体１ＣＡと第２筐体１ＣＢとで開閉可能に構成された、折り畳
み式の携帯電話機である。なお、図１は、携帯電子機器１を開いた状態である。
【００２１】
　第１筐体１ＣＡには、表示部３２として、図１に示すメインディスプレイ２Ｍが設けら
れる。メインディスプレイ２Ｍは、所定の画像として、待受画面４０を表示している。こ
こで、待受画面４０とは、電話の発着信を待ち受けている状態の画面、またはアプリケー
ションの起動を待ち受けている状態の画面である。また、図１に示すように、第１筐体１
ＣＡには、携帯電子機器１の通話時に音声を発するレシーバ６が設けられている。
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【００２２】
　第２筐体１ＣＢには、通話相手の電話番号や、メール作成時等に文字を入力するための
操作キー３が複数設けられる。また、第２筐体１ＣＢには、メインディスプレイ２Ｍに表
示されるメニューの選択および決定や画面のスクロール等を容易に実行するための方向キ
ー４ａおよび決定キー４ｂが設けられる。なお、操作キー３、方向キー４ａおよび決定キ
ー４ｂは、携帯電子機器１の操作部２８（図２参照）を構成する。また、第２筐体１ＣＢ
には、携帯電子機器１の通話時に音声を受け取るマイク５が設けられる。
【００２３】
　また、第１筐体１ＣＡと第２筐体１ＣＢとは、ヒンジ１８で連結されている。これによ
って、第１筐体１ＣＡおよび第２筐体１ＣＢは、ヒンジ１８を中心としてともに回動して
、互いに遠ざかる方向および互いに接近する方向に回動できるように構成される。第１筐
体１ＣＡと第２筐体１ＣＢとが互いに遠ざかる方向に回動すると携帯電子機器１が開き、
第１筐体１ＣＡと第２筐体１ＣＢとが互いに接近する方向に回動すると携帯電子機器１が
閉じる。
【００２４】
　次に、携帯電子機器１の機能および制御系の関係について説明する。図２は、図１に示
す携帯電子機器の機能の概略構成を示すブロック図である。図２に示すように携帯電子機
器１は、主制御部２２と、記憶部２４と、通信部２６と、操作部２８と、音声処理部３０
と、表示部３２と、表示制御部３３と、開状態検出センサ３５と、タイマ３６とを有する
。
【００２５】
　主制御部２２は、携帯電子機器１の全体的な動作を統括的に制御する処理部、例えばＣ
ＰＵ（Central Processing Unit）である。すなわち、主制御部２２は、携帯電子機器１
の各種の処理が、操作部２８の操作や携帯電子機器１の記憶部２４に保存されるソフトウ
ェアに応じて適切な手順で実行されるように、通信部２６、表示部３２等の動作を制御す
る。主制御部２２は、記憶部２４に保存されているプログラム（例えば、オペレーティン
グシステムプログラム、アプリケーションプログラム等）に基づいて処理を実行する。ま
た、主制御部２２は、複数のプログラム（アプリケーション、ソフトウェア）を並列で実
行することができる。
【００２６】
　記憶部２４には、主制御部２２での処理に利用されるアプリケーションのプログラムや
データが保存されている。具体的に、記憶部２４には、アプリケーションのプログラムと
して、インターネット通信を行うアプリケーションのプログラムや、メールの送受信を行
うアプリケーションのプログラム、音声データの再生を行うアプリケーションのプログラ
ム、発信、着信、通話処理を行うアプリケーションのプロフラム、ワンセグ放送処理を行
うアプリケーションのプログラム、待受画面４０に貼り付けメモを表示する（貼り付ける
）アプリケーションのプログラム等が保存されている。また、データとしては、画像デー
タ、音声データ、文字変換のための辞書データ、電話帳データ、ＵＲＬデータ、待受画面
４０に表示される貼り付けメモデータ（メモ情報）等が記憶されている。
【００２７】
　また、記憶部２４は、データの保存、読み取りが可能な外部記憶装置（媒体）２９と接
続可能であり、主制御部２２の制御に基づいて、データを外部記憶装置（媒体）２９に記
憶させる。また、主制御部２２は、外部記憶装置（媒体）２９に記憶されているデータを
読み出し、読み出したデータを主制御部２２に送る。
【００２８】
　通信部２６は、基地局によって割り当てられるチャネルを介し、基地局との間でＣＤＭ
Ａ方式などによる無線信号回線を確立し、基地局との間で電話通信及び情報通信を行う。
また、通信部２６は、テレビ放送を受信するアンテナや、ＧＰＳ信号を受信するアンテナ
も備える。
【００２９】
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　操作部２８は、例えば、電源キー、通話キー、数字キー、文字キー、発信キー、機能呼
出キーなど、各種の機能が割り当てられた操作キー３と、方向キー４ａおよび決定キー４
ｂとで構成され、これらのキーがユーザの操作により入力されると、その操作内容に対応
する信号を発生させる。そして、発生した信号は、ユーザの指示として主制御部２２へ入
力される。
【００３０】
　音声処理部３０は、マイク５に入力される音声信号やレシーバ６から出力される音声信
号の処理を実行する。
【００３１】
　表示部３２は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ、Liquid Crystal Display）や、有機ＥＬ（
Organic Electro－Luminescence）パネルなどで構成された表示パネル（上述したメイン
ディスプレイ２Ｍ等）を備え、主制御部２２から表示制御部３３を介して供給される映像
データに応じた映像、画像データに応じた画像を表示パネルに表示させる。
【００３２】
　開状態検出センサ３５は、携帯電子機器１の第１筐体１ＣＡと第２筐体１ＣＢとが互い
に遠ざかる方向に回動して開状態となったことを検出する。そして、主制御部２２は、開
状態検出センサ３５によって携帯電子機器１が開状態となったことを検出すると、メイン
ディスプレイ２Ｍに待受画面４０等の各種画面を表示する。
【００３３】
　タイマ３６は、計測開始時からの経過時間をカウントしている。そして、タイマ３６は
、接続された主制御部２２へカウントした経過時間を出力している。これにより、主制御
部２２は、経過時間に基づいて、各種処理を実行できる。
【００３４】
　ところで、上記したように、携帯電子機器１の記憶部２４には、待受画面４０に貼り付
けメモを表示するアプリケーションのプログラムが保存されている。このアプリケーショ
ンのプログラムは、操作部２８を操作することによって作成した貼り付けメモを、データ
化して記憶部２４に複数登録することができるように構成されている。そして、このアプ
リケーションのプログラムは、登録された貼り付けメモデータを貼り付けメモとして待受
画面４０に表示する。ここで、記憶部２４に登録された貼り付けメモを貼り付けメモデー
タとしたが、以下では、説明を簡単にするために、単に貼り付けメモと言う。
【００３５】
　ここで、貼り付けメモとしては、文字で構成されたテキストメモや、ＵＲＬデータにア
クセスしてインターネットに接続するためのＵＲＬメモ、画像データにアクセスするため
の画像リンクメモ、電話帳データにアクセスするための電話帳メモ等がある。なお、貼り
付けメモの最大表示数は、貼り付けメモの最大登録数に比して少ない。例えば、記憶部２
４に登録可能な貼り付けメモの最大登録数は、２０個となっており、待受画面４０に表示
可能な貼り付けメモの最大表示数は、７個となっている。
【００３６】
　また、記憶部２４には、図３に示す種別対応テーブルＴ１と、図４に示す優先対応テー
ブルＴ２とが記憶されている。ここで、図３は、種別対応テーブルの説明図であり、図４
は、優先対応テーブルの説明図である。
【００３７】
　種別対応テーブルＴ１は、登録された貼り付けメモの種類に対し、所定の種別を対応付
けている。具体的に、所定の種別として、「種別１」と「種別２」とがある。そして、テ
キストメモには、「種別１」が対応付けられ、テキストメモ以外には、「種別２」が対応
付けられている。つまり、貼り付けメモは、種別対応テーブルＴ１により、テキストメモ
（第１メモ情報）と、テキストメモ以外のメモとに分類される。具体的に、テキストメモ
以外のメモとしては、上記のＵＲＬメモや、画像リンクメモ、電話帳メモ等である。これ
らのメモは、記憶部２４に記憶された各種情報へアクセス可能に対応付けられた、いわゆ
るショートカットメモ（第２メモ情報）である。なお、「種別１」および「種別２」等の
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種別は、貼り付けメモの登録時において、貼り付けメモの種類に応じて、自動的に割り振
られる。
【００３８】
　優先対応テーブルＴ２では、種別に対し、優先順位を対応付けている。具体的に、優先
対応テーブルＴ２では、「種別１」を優先順位の高い「優先順位１」とし、「種別２」を
優先順位の低い「優先順位２」としている。そして、詳細は後述するが、携帯電子機器１
の主制御部２２は、優先順位の高い種別の貼り付けメモを、待受画面４０に優先的に表示
させている。
【００３９】
　続いて、図５を参照して、上記のように構成された携帯電子機器１の制御動作について
説明する。図５は、携帯電子機器の制御動作の一例を示すフローチャートである。
【００４０】
　まず、携帯電子機器１の主制御部２２は、待受画面４０を起動させるための条件（待受
画面起動信号）を満たしたことを検出する（ステップＳ１１）。ここで、待受画面４０を
起動させるための条件としては、携帯電子機器１が開状態となった場合や、携帯電子機器
１が電源ＯＦＦの状態から電源ＯＮの状態となった場合がある。また、待受画面４０を起
動させるための条件としては、携帯電子機器１が所定時間（後述する第２の所定時間と同
じ長さ）無操作状態を継続したときに移行する、表示部３２の表示を消すなど電力消費を
抑えたスリープ状態（省電力状態）から、操作部２８のいずれかに操作が生じて、表示部
３２の表示等を再開したスリープ解除状態（非省電力状態）となった場合がある。さらに
、待受画面４０を起動させるための条件としては、何らかの機能動作中に終話キーやホー
ムキーを押下して、全ての機能の起動を待ち受ける状態となった場合等がある。主制御部
２２は、待受画面４０を起動させるための条件となったことを検出すると、メインディス
プレイ２Ｍに待受画面４０を表示させる（ステップＳ１２）。
【００４１】
　主制御部２２は、メインディスプレイ２Ｍに待受画面４０を表示させたら、テキストメ
モのみを待受画面４０に表示させるテキストメモ表示処理（第１メモ表示処理）を実行す
る（ステップＳ１３）。具体的に、主制御部２２は、優先順位の最も高い種別を、優先対
応テーブルＴ２から抽出する。すると、主制御部２２は、優先順位の最も高い種別である
「種別１」を抽出する。続いて、主制御部２２は、「種別１」である貼り付けメモを、種
別対応テーブルＴ１から抽出する。すると、主制御部２２は、「種別１」であるテキスト
メモを抽出する。そして、主制御部２２は、抽出したテキストメモをメインディスプレイ
２Ｍの待受画面４０に重ねて表示させる。このようにして、主制御部２２は、「優先順位
１」である「種別１」のテキストメモを、メインディスプレイ２Ｍの待受画面４０上に複
数並べて表示させるテキストメモ表示処理を実行する。この段階では、テキストメモの先
頭１０文字程度を表示させた簡易表示である。
【００４２】
　主制御部２２は、ステップＳ１３の処理後、テキストメモ表示処理の実行を計測開始時
として、予め設定された設定条件である第１の所定時間が経過したか否かを、タイマ３６
の計測結果に基づいて判定する（ステップＳ１４）。なお、この第１の所定時間は、任意
に設定できることが好ましい。そして、主制御部２２は、予め設定された第１の所定時間
が経過するまでは（Ｎｏ）、ステップＳ２１に移行し、ステップＳ２１以降の処理を行う
。
【００４３】
　一方で、主制御部２２は、予め設定された第１の所定時間が経過した（Ｙｅｓ）と判定
すると、ショートカットメモを待受画面４０に表示させるショートカットメモ表示処理（
第２メモ表示処理）に切り替える（ステップＳ１５）。なお、主制御部２２は、テキスト
メモ表示をキャンセルする操作があった場合、ステップＳ１４からステップＳ１５に進ん
でもよい。具体的に、主制御部２２は、「優先順位１」よりも優先順位の低い種別、すな
わち「優先順位１」の次に優先順位の高い種別を、優先対応テーブルＴ２から抽出する。
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すると、主制御部２２は、「優先順位２」の種別である「種別２」を抽出する。続いて、
主制御部２２は、「種別２」である貼り付けメモを、種別対応テーブルＴ１から抽出する
。すると、主制御部２２は、「種別２」であるショートカットメモを抽出する。そして、
主制御部２２は、抽出したショートカットメモをメインディスプレイ２Ｍの待受画面４０
に重ねて表示させる。このようにして、主制御部２２は、「優先順位２」である「種別２
」のショートカットメモを、メインディスプレイ２Ｍの待受画面４０上に複数並べて表示
させるショートカットメモ表示処理を実行する。この段階では、ショートカットメモの登
録名、機能名、データ名等を示すアイコンのみの簡易表示である。なお、本実施形態では
、待受画面４０を表示してからテキストメモを表示し、その後、ショートカットメモに表
示を切り替える例を示したが、待受画面４０を表示することなく、テキストメモだけを先
に表示し、第１の所定時間が経過した時点で、ショートカットメモを表示する際に、初め
て待受画面４０を表示する制御にしても良い。
【００４４】
　主制御部２２は、ステップＳ１５の処理後、ショートカットメモ表示処理の実行を計測
開始時として、予め設定された第２の所定時間が経過したか否かを、タイマ３６の計測結
果に基づいて判定する（ステップＳ１６）。なお、この第２の所定時間も、任意に設定で
きることが好ましい。そして、主制御部２２は、予め設定された第２の所定時間が経過す
るまでは（Ｎｏ）、ステップＳ３１に移行し、ステップＳ３１以降の処理を行う。一方で
、主制御部２２は、予め設定された第２の所定時間が経過した（Ｙｅｓ）と判定すると、
携帯電子機器１を省電力モードへ移行させる（ステップＳ１７）。ここで、省電力モード
となった携帯電子機器１のメインディスプレイ２Ｍは、画面が消えて暗転したスリープ状
態となる。そして、主制御部２２は、携帯電子機器１を省電力モードにしたら、本処理を
終了する。
【００４５】
　続いて、ステップＳ１４において、予め設定された第１の所定時間が経過する前の（Ｎ
ｏ）、携帯電子機器１の主制御部２２による制御動作について説明する。
【００４６】
　主制御部２２は、ステップＳ１４において、予め設定された第１の所定時間が経過する
前に（Ｎｏ）、イベントが発生したか否かを判定する（ステップＳ２１）。ここで、イベ
ントとは、操作部２８が操作されることにより発生する処理や、外部から入力された信号
によって発生する処理、予め入力された設定によって発生する処理等である。主制御部２
２は、イベントなし（Ｎｏ）と判定した場合、ステップＳ１４に再び進む。つまり、第１
の所定時間の経過するまで、イベントなしの状態であれば、主制御部２２は、ステップＳ
１４とステップＳ２１の処理を繰り返す。一方で、主制御部２２は、イベントあり（Ｙｅ
ｓ）と判定した場合、そのイベントが方向キー４ａの上下操作によるものか否かを判定す
る（ステップＳ２２）。
【００４７】
　主制御部２２は、ステップＳ２２において、イベントが方向キー４ａの上下操作による
ものである（Ｙｅｓ）と判定すると、メインディスプレイ２Ｍに表示されたテキストメモ
を、方向キー４ａの上下操作に応じて１つ選択する（ステップＳ２３）。この後、主制御
部２２は、テキストメモが選択された状態において、決定キー４ｂが操作されたか否かを
判定する（ステップＳ２４）。主制御部２２は、決定キー４ｂが操作されていない（Ｎｏ
）と判定すると、ステップＳ２１に再び進む。一方で、主制御部２２は、決定キー４ｂが
操作された（Ｙｅｓ）と判定すると、決定されたテキストメモに関する詳細表示を、メイ
ンディスプレイ２Ｍに表示する（ステップＳ２５）。ここで、テキストメモに関する詳細
表示とは、テキストメモの全文を表示する詳細表示画面である。そして、主制御部２２は
、詳細表示画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示したら、本処理を終了する。
【００４８】
　一方、主制御部２２は、ステップＳ２２において、イベントが方向キー４ａの上下操作
によるものでない（Ｎｏ）と判定すると、イベントがその他のキー操作によるものである
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か否かを判定する（ステップＳ２６）。なお、その他のキーとしては、発信キー、数字キ
ーや機能呼出キー等の操作キー３であり、機能呼出キーとしては、例えば、ウェブキーや
メールキー等である。
【００４９】
　主制御部２２は、ステップＳ２６において、イベントがその他のキー操作によるもので
ある（Ｙｅｓ）と判定すると、その他のキー操作に対応した画面を、メインディスプレイ
２Ｍに表示する（ステップＳ２７）。具体的に、発信キーや数字キーが操作されると、主
制御部２２は、メインディスプレイ２Ｍに電話番号入力画面を表示する。また、機能呼出
キーとして、ウェブキーが操作されると、主制御部２２は、メインディスプレイ２Ｍにイ
ンターネット接続画面を表示する。更に、機能呼出キーとして、メールキーが操作される
と、主制御部２２は、メインディスプレイ２ＭにメールＢＯＸ画面を表示する。そして、
主制御部２２は、キー操作に対応した画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示したら、本
処理を終了する。
【００５０】
　一方、主制御部２２は、ステップＳ２６において、イベントがその他のキー操作による
ものでない（Ｎｏ）、つまり、イベントがキー操作によって発生したものではないと判定
すると、発生したイベントに対応する画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示する（ステ
ップＳ２８）。キー操作によって発生しないイベントとしては、例えば、電話やメールの
着信によって発生するイベント、設定時刻にアラームが鳴動することによって発生するイ
ベントや、携帯電子機器１の電池残量が低下することによって発生するイベント等がある
。そして、これら各種イベントに対応した画面としては、例えば、電話やメールの着信を
報知する着信報知画面、アラームの鳴動時に表示されるアラーム鳴動画面や、電池残量の
低下時に携帯電子機器１の電源ＯＦＦを報知する電源ＯＦＦ遷移画面等がある。そして、
主制御部２２は、発生したイベントに対応する画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示し
たら、本処理を終了する。
【００５１】
　続いて、ステップＳ１６において、予め設定された第２の所定時間が経過する前に（Ｎ
ｏ）イベントが発生する場合の、携帯電子機器１の主制御部２２による制御動作について
説明する。
【００５２】
　主制御部２２は、ステップＳ１６において、予め設定された第２の所定時間が経過する
前に（Ｎｏ）、イベントが発生したか否かを判定する（ステップＳ３１）。主制御部２２
は、イベントなし（Ｎｏ）と判定した場合、ステップＳ１６に再び進む。一方で、主制御
部２２は、イベントあり（Ｙｅｓ）と判定した場合、そのイベントが方向キー４ａの上下
操作によるものか否かを判定する（ステップＳ３２）。
【００５３】
　主制御部２２は、ステップＳ３２において、イベントが方向キー４ａの上下操作による
ものである（Ｙｅｓ）と判定すると、メインディスプレイ２Ｍに表示されたショートカッ
トメモを、方向キー４ａの上下操作に応じて１つ選択する（ステップＳ３３）。このとき
、ショートカットメモが選択されると、主制御部２２は、選択されたショートカットメモ
に関する説明表示を、メインディスプレイ２Ｍに表示する。ここで、ショートカットメモ
に関する説明表示とは、ショートカットメモの機能を説明する表示画面である。
【００５４】
　この後、主制御部２２は、ショートカットメモが選択された状態において、決定キー４
ｂが操作されたか否かを判定する（ステップＳ３４）。主制御部２２は、決定キー４ｂが
操作されていない（Ｎｏ）と判定すると、ステップＳ３１に再び進む。つまり、第２の所
定時間の経過するまで、イベントなしの状態であれば、主制御部２２は、ステップＳ１６
とステップＳ３１の処理を繰り返す。一方で、主制御部２２は、決定キー４ｂが操作され
た（Ｙｅｓ）と判定すると、選択されたショートカットメモに対応する画面を、メインデ
ィスプレイ２Ｍに表示する（ステップＳ３５）。具体的に、決定されたショートカットメ
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モがＵＲＬメモである場合、主制御部２２は、ＵＲＬ先のインターネット接続画面をメイ
ンディスプレイ２Ｍに表示する。また、決定されたショートカットメモが画像リンクメモ
である場合、主制御部２２は、リンク先の画像データをメインディスプレイ２Ｍに表示す
る。さらに、決定されたショートカットメモが電話帳メモである場合、主制御部２２は、
登録先の電話帳データをメインディスプレイ２Ｍに表示する。そして、主制御部２２は、
ショートカットメモに対応する画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示したら、処理を終
了する。
【００５５】
　一方、主制御部２２は、ステップＳ３２において、イベントが方向キー４ａの上下操作
によるものでない（Ｎｏ）と判定すると、イベントがその他のキー操作によるものである
か否かを判定する（ステップＳ３６）。なお、ステップＳ３６、ステップＳ３７およびス
テップＳ３８は、ステップＳ２６、ステップＳ２７およびステップＳ２８とほぼ同様の構
成であるため、説明を一部省略する。
【００５６】
　主制御部２２は、ステップＳ３６において、イベントがその他のキー操作によるもので
ある（Ｙｅｓ）と判定すると、その他のキー操作に対応した画面を、メインディスプレイ
２Ｍに表示して（ステップＳ３７）、本処理を終了する。
【００５７】
　一方、主制御部２２は、ステップＳ３６において、イベントがその他のキー操作による
ものでない（Ｎｏ）、つまり、イベントがキー操作によって発生するものではないと判定
すると、各種イベントに対応した画面を、メインディスプレイ２Ｍに表示する（ステップ
Ｓ３８）。そして、主制御部２２は、発生したイベントに対応する画面を、メインディス
プレイ２Ｍに表示したら、本処理を終了する。
【００５８】
　次に、図６を参照して、主制御部２２が、テキストメモ表示処理からショートカットメ
モ表示処理へ切り替えたときの待受画面４０の画面遷移について説明する。図６は、テキ
ストメモ表示からショートカットメモ表示へ遷移する画面の一例を示す説明図である。先
ず、主制御部２２は、待受画面４０の画面起動の指示があると、メインディスプレイ２Ｍ
に待受画面４０を表示する。すると、主制御部２２は、上記した制御動作に基づいて、メ
インディスプレイ２Ｍの待受画面４０にテキストメモのみを表示するテキストメモ表示処
理を実行する。テキストメモ表示処理を実行すると、待受画面４０には、図６の左側に示
すように、登録されたテキストメモＭ１が表示される。テキストメモＭ１には、テキスト
メモＭ１であることを示すアイコン５０と、テキストメモＭ１の内容を示す文字情報５１
とが表示される。そして、テキストメモＭ１は、待受画面４０の上下に複数並べて表示さ
れる。
【００５９】
　この後、第１の所定時間が経過すると、主制御部２２は、上記した制御動作に基づいて
、メインディスプレイ２Ｍの待受画面４０に、ショートカットメモのみを表示するショー
トカットメモ表示処理として、ショートカットメモ単独表示処理（第２メモ単独表示処理
）を実行する。ショートカットメモ単独表示処理を実行すると、待受画面４０には、図６
の右側に示すように、登録されたショートカットメモＭ２が表示される。ショートカット
メモＭ２には、ショートカットメモＭ２であることを示すアイコン６０のみが表示される
。そして、ショートカットメモＭ２は、待受画面４０の上下に複数並べて表示される。
【００６０】
　以上の構成によれば、主制御部２２は、発着信を待ち受ける、あるいは機能の起動要求
を待ち受ける状態となり、待受画面４０を画面起動するときに、優先度の高いテキストメ
モＭ１を待受画面４０に表示させることができ、第１の所定時間経過後に、優先度の低い
ショートカットメモＭ２を待受画面４０に表示させることができる。これにより、表示さ
せたい貼り付けメモの優先順位を高いものとしておけば、ユーザによる操作を要しないで
、主制御部２２は、待受時に、表示させたい貼り付けメモを待受画面４０に表示すること
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ができる。
【００６１】
　また、主制御部２２は、テキストメモ表示処理からショートカットメモ表示処理へ切り
替えることにより、貼り付けメモの最大登録数に比して、貼り付けメモの最大表示数が少
ない場合であっても、待受画面４０に貼り付けメモを効率良く表示させることができる。
このため、主制御部２２は、登録された貼り付けメモの多くを待受画面４０に表示するこ
とができる。
【００６２】
　また、ショートカットメモ表示処理の実行中において、メインディスプレイ２Ｍの待受
画面４０には、ショートカットメモＭ２がアイコン６０で表示される。このため、主制御
部２２は、ショートカットメモＭ２に隠れることなく、待受画面４０を好適に表示させる
ことができる。
【００６３】
　また、操作部２８によって、待受画面４０に表示されたテキストメモＭ１が選択決定さ
れた場合、主制御部２２は、テキストメモＭ１の詳細表示をすることができる。このため
、ユーザは、操作部２８を操作することにより、待受画面４０に表示されたテキストメモ
Ｍ１の全文を確認することができる。
【００６４】
　また、操作部２８によって、待受画面４０に表示されたショートカットメモＭ２が選択
決定された場合、主制御部２２は、ショートカットメモＭ２に対応する画面を表示するこ
とができる。このため、ユーザは、操作部２８を操作することにより、待受画面４０に表
示されたショートカットメモＭ２に対応付けられた情報へアクセスすることができる。
【００６５】
　また、主制御部２２は、テキストメモ表示処理およびショートカットメモ表示処理の実
行中において、機能呼出キー等の操作キー３が操作された場合、キー操作に対応した画面
をメインディスプレイ２Ｍに表示することができる。このため、主制御部２２は、テキス
トメモ表示処理およびショートカットメモ表示処理の実行中であっても、操作部２８が操
作されることにより、所定の機能に対応した画面を表示することができる。
【００６６】
　また、主制御部２２は、テキストメモ表示処理の実行毎に、待受画面４０に表示するテ
キストメモＭ１を異ならせることができる。これにより、主制御部２２は、貼り付けメモ
の最大表示数よりも多くのテキストメモＭ１が登録されている場合であっても、登録され
たテキストメモＭ１を効率良く表示することができる。
【００６７】
　また、主制御部２２は、テキストメモ表示処理の実行時において、待受画面４０に表示
可能な貼り付けメモの最大表示数よりも、登録されたテキストメモＭ１が多い場合、テキ
ストメモ表示処理の実行毎に、待受画面４０に表示するテキストメモＭ１を異ならせるこ
とが好ましい。
【００６８】
　つまり、テキストメモＭ１の登録数（例えば、４個）が、表示可能な貼り付けメモの最
大表示数（例えば、７個）以下である場合、主制御部２２は、登録したテキストメモＭ１
の全てを待受画面４０に表示できる。一方、テキストメモＭ１の登録数（例えば、１４個
）が、表示可能な貼り付けメモの最大表示数（例えば、７個）よりも多い場合、主制御部
２２は、登録したテキストメモＭ１の全てを待受画面４０に表示することはできない。こ
の場合、主制御部２２は、テキストメモ表示処理の実行時において、先ず、７個のテキス
トメモＭ１を待受画面４０に表示し、次回のテキストメモ表示処理の実行時において、残
りの７個のテキストメモＭ１を待受画面４０に表示する。これにより、主制御部２２は、
登録されているテキストメモＭ１を待受画面４０に効率良く表示させることができる。ま
た、主制御部２２は、テキストメモ表示処理が繰り返されることで、全てのテキストメモ
Ｍ１を待受画面４０に表示することができる。このため、ユーザは、待受画面４０の表示
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動作を繰り返すのみで、全てのテキストメモＭ１を閲覧することが可能となる。
【００６９】
　なお、本実施形態では、種別対応テーブルＴ１において、様々な種類の貼り付けメモを
、「種別１」のテキストメモＭ１と、「種別２」のショートカットメモＭ２との２種類に
分類した。しかしながら、この構成に限らず、貼り付けメモを、３種類以上に任意に分類
して、種別を任意に対応付けしても良い。この場合、優先対応テーブルＴ２において、３
種類以上に分類された貼り付けメモの種別に対し、３位以上の優先順位を任意に対応付け
しても良い。
【００７０】
　また、本実施形態では、種別対応テーブルＴ１および優先対応テーブルＴ２において、
貼り付けメモの種別および優先順位は、自動的に割り振られた。しかしながら、ユーザが
操作部２８を操作することにより、貼り付けメモの種別および優先順位を適宜設定するよ
うに構成しても良い。
【００７１】
　また、本実施形態では、種別対応テーブルＴ１および優先対応テーブルＴ２を用いて、
貼り付けメモの種類に対し、種別を介して、優先順位を対応付けた。しかしながら、これ
に限らず、貼り付けメモの種類に対し、優先順位を直接対応付けても良い。また、貼り付
けメモの種類ごとに種別を対応付けることに限定されず、貼り付けメモに対して個別に種
別や優先順位を対応付けても良い。
【００７２】
　また、本実施形態において、主制御部２２は、ショートカットメモ表示処理により待受
画面４０にショートカットメモＭ２を表示する際、アイコン６０のみを表示した。しかし
ながら、テキストメモ表示処理によって表示される待受画面４０（図７の左側）から、シ
ョートカットメモ表示処理によって表示される待受画面４０（図７の右側）に遷移した場
合、ショートカットメモＭ２は、図７の右側に示すように、アイコン６０と共に、ショー
トカットメモＭ２に関する説明情報６１を表示しても良い。
【００７３】
　さらに、本実施形態において、主制御部２２は、ショートカットメモ表示処理として、
ショートカットメモのみを待受画面４０に表示するショートカットメモ単独表示処理を実
行した。しかしながら、テキストメモ表示処理によって表示される待受画面４０（図８の
左側）から、ショートカットメモ表示処理によって表示される待受画面４０（図８の右側
）に遷移した場合、主制御部２２は、図８の右側に示すように、ショートカットメモ表示
処理として、テキストメモＭ１とショートカットメモＭ２とを混在して表示させる混在表
示処理を実行しても良い。具体的に、主制御部２２は、優先順位に関わらずに、優先対応
テーブルＴ２から種別を抽出する。すると、主制御部２２は、優先対応テーブルＴ２の全
ての種別、すなわち「種別１」および「種別２」を抽出する。続いて、主制御部２２は、
「種別１」および「種別２」である貼り付けメモを、種別対応テーブルＴ１から抽出する
。すると、主制御部２２は、「種別１」であるテキストメモＭ１と、「種別２」であるシ
ョートカットメモＭ２とを抽出する。そして、主制御部２２は、抽出したテキストメモＭ
１およびショートカットメモＭ２を、メインディスプレイ２Ｍの待受画面４０に表示させ
る。このようにして、主制御部２２は、テキストメモＭ１およびショートカットメモＭ２
を、メインディスプレイ２Ｍの待受画面４０に混在して表示させる混在表示処理を実行す
る。
【００７４】
　なお、混在表示処理は、上記の制御方法に限らず、種別対応テーブルＴ１または優先対
応テーブルＴ２の設定を変更することで、実行しても良い。つまり、種別対応テーブルＴ
１において、テキストメモＭ１に「種別１」および「種別２」を対応付けることで、主制
御部２２は、混在表示処理を実行できる。また、優先対応テーブルＴ２において、「優先
順位２」に「種別１」および「種別２」を対応付けることで、主制御部２２は、混在表示
処理を実行できる。
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【００７５】
　また、本実施形態では、テキストメモＭ１を「優先順位１」とし、ショートカットメモ
Ｍ２を「優先順位２」としたが、優先順位の順序は任意に設定してよく、例えば、ショー
トカットメモＭ２を「優先順位１」とし、テキストメモＭ１を「優先順位２」としても良
い。
【００７６】
　また、本実施形態において、テキストメモＭ１の登録数が、表示可能な貼り付けメモの
最大表示数よりも多い場合、主制御部２２は、テキストメモ表示処理の実行毎に、表示す
るテキストメモＭ１を異ならせた。しかしながら、この構成に限らず、テキストメモＭ１
の登録数が、表示可能な貼り付けメモの最大表示数よりも多い場合、主制御部２２は、登
録されたテキストメモＭ１を待受画面４０において自動的にスクロール表示させても良い
。この場合も、登録されているテキストメモＭ１を待受画面４０に効率良く表示させるこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　以上のように、本発明に係る携帯電子機器は、表示部を搭載した携帯電子機器において
有用であり、特に、表示部に貼り付けメモを表示する場合に適している。
【符号の説明】
【００７８】
　１　　　携帯電子機器
　２Ｍ　　メインディスプレイ
　３　　　操作キー
　４ａ　　方向キー
　４ｂ　　決定キー
　２２　　主制御部
　２４　　記憶部
　２６　　通信部
　２８　　操作部
　３０　　音声処理部
　３２　　表示部
　３３　　表示制御部
　３５　　開状態検出センサ
　３６　　タイマ
　４０　　待受画面
　Ｔ１　　種別対応テーブル
　Ｔ２　　優先対応テーブル
　Ｍ１　　テキストメモ
　Ｍ２　　ショートカットメモ
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